











































The Development of English Lectures for the Purpose of 
Eliminating the English Allergy:




　Most of the students at Musashigaoka College had an English Allergy. They understood the importance and necessity 
of English, but they had a complex with speaking and basic conversation that they did not know how to resolve. This 
arose from perceived restrictions by a specific grammatical format, reading using a syntactic structure and from a limited 
meaning of words learned at the commencement of their English study.  This study will introduce the process for refor-
ming the mindset towards spoken English and emphasizing that this is more vital than literary analysis or grammar. As 
well, students will study conversation with live and useful phrases to satisfy their own desire with emotion and reaction.
キーワード：英語アレルギー、文語と口語英語、会話と文法














































A：“My Name is ○○△△”
Q：“Where do you come from?”（意図的に英語で
質問）





















































































A：「I love playing football. How about you?」
　　サッカーが大好き。あなたは？
B：「I love cooking. Do you cook?」
　　私は料理が好き。あなた料理する？




A：「What is your hobby?」
　趣味は何？
B：「Basketball, You?」
　バスケだよ。あなたは？
A：「Baseball」
　野球だよ。
（4）音楽聞き取りワークシート
　穴埋め式英語歌詞と和訳歌詞のプリントを各 1 枚
用意し、まず和訳歌詞を読む。読んだ後に音楽を数
回流し、どのフレーズがどの和訳に該当するかを合
わせる。最後に英語歌詞の穴埋め部分を記入させる。
（この際「空欄を埋めてください」とだけ指示を出
す。）この作業の目的は歌のサビの部分にどのよう
なフレーズが使われているかを聞き取ることで耳を
英語に慣れさせ、同時に英単語を拾い、英語アレル
ギーを除去することである。この穴埋め作業を進め
ていく際に「英単語が書けない」という声が非常に
多かった。しかしこの作業の目的は「慣れる」こと
であり、単語が「書ける」ことよりも、「聞き取れる」
ことが重要である。したがってカタカナでの記入で
も良いと説明を加えた。会話とはライブで行われる
ものであり、キーワードとなる言葉を拾うことが大
切である。拾えたキーワードから会話が発展し、相
互理解が得られるのである。
（5）ケース別日常会話練習
　通常のテキストに記載されている会話文は、非日
常的なトピックスが多く取り込まれていることが多
く見受けられる。非日常的な会話を練習するよりも、
日頃起こりうる状況の中でどのように対応するかと
いうことが重要であり、日常会話に重点を置き、２
つの事例を挙げて練習を行った。
－ 128 －
英語アレルギー除去を目的とした英語講義の展開
　①空港での入国審査
　②駅での乗り換え案内
　日常会話の練習において、受講生は全て「言葉」
だけで伝えようとしている様子がうかがえた。そこ
で「小道具を使わないのか？」と確認をしたところ、
質問の意図を理解できなかったのか、ほとんどの受
講生が「持たない」と答えた。ここでいう小道具とは、
空港であれば「ポケットハンドブック」や「パスポー
ト」「旅行確認証に記載されている宿泊先」などの
ことである。これらを用いて、「なぜ自分がこの国
に入国するのか」という理由を提示することができ
る。また駅には必ず「路線図」があり、線ごとに「色
分け」されている。「駅名」や「色」を用いて知っ
ている単語を並べ、自分の気持ちを乗せて一生懸命
に話せば、相手には必ず伝わる。以上の説明を加え、
再度同じ練習を行ったところ、片言ではあるものの、
入国審査や路線案内が相手に伝わる程度の会話がで
きるようになった。
（6）ネイティブによる特別授業の実施
　毎回同じ場所で同じ時間、同じ講師が授業を行う
と、必ずと言って良い程「飽き」「間延び」が生じる。
この間延びを解消するために 6 週間に一度外国人講
師を招聘し、授業の冒頭から終わりまで、日本語を
一切使わずに英語のみの講義を行った。また冒頭で
外国人との会話において必ず意思表示をすることを
義務付けた。最初は遠慮がちで自信がなかった受講
生達だが、感情とリズムを意識的に強調した講義を
通じて、相手の質問の意味を理解し、またそれに一
生懸命答えようとしている姿勢が多く見受けられた。
Ⅲ . まとめ
　今回の試みにおいては、受講者へのアンケート調
査等は行っていない。しかし普段の学校生活におい
て著者へのあいさつや簡単な質問等を英語で聞いて
くる受講生が多く見受けられた。英語で質問をし、
英語で返答される。その返答に困惑し、それを乗
り越えるためにどのような言葉とアプローチ、技法
が必要かを主体的に考える意識が少しずつ芽生えた
てきたと考えたい。また「読み」「書き」「文法」に
捉われない「聴く」「話す」作業を中心とした授業
運営によって、英語に対する拒絶反応（英語アレル
ギー）が少しずつ薄れ、今までとは異なる英語への
興味・関心が芽生えてきたようにも考えられる。
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